
物価高騰の影響を踏まえた水道料金等・下水道使用料の減額表

次の計算条件に基づいて計算しています。

区分 計算期間 基本水量 減額対象

一般用、業務用 2か月 20㎥まで

浴場用 2か月 200㎥まで

簡易水道（東城・黒沢・

日尾・小菅沼・東蔵）
一般用、業務用 2か月

20㎥まで

※東蔵は30㎥

島尻簡易水道 表② 一般用、業務用 3か月 定額料金計算

簡易水道（鉢・升方・

長引野）・平沢飲料水
表③ 一般用、業務用 2か月 20㎥まで

一般汚水 2か月 20㎥まで

火災復興地域地下下水道 2か月 20㎥まで

減額前 減額後

一般用 1,896円 0円

業務用 2,276円 0円

浴場用 19,228円 0円

減額前 減額後

一般用 5,187円 0円

業務用 5,544円 0円

減額前 減額後

一般用 1,293円 0円

業務用 1,584円 0円

減額前 減額後 減額対象額

3,440円 1,540円 △1,896円

1,000円 0円 △1,000円

利用区分

区分

量水器使用料（口径サイズに応じて）

区分

量水器使用料（口径サイズに応じて）

区分

基本料金

上水道

下水道のみ

（井戸水使用）
表④

表④　下水道のみ（井戸水使用）≪下水区分別２か月当たりの減額表≫

表①　上水道又は簡易水道（東城・黒沢・日尾・小菅沼・東蔵）≪2か月当たりの減額表≫

※超過料金と下水道使用料は、減額対象外

表②　島尻簡易水道≪３か月当たりの減額表≫※定額料金計算のため、量水器使用料はありません。

基本料金

表③　簡易水道（鉢・升方・長引野）又は平沢飲料水供給施設≪2か月当たりの減額表≫

基本料金

量水器使用

料

上水道基本

料金相当額

区分

一般汚水

火災復興地域地下水道

表①

基本料金

154円～

3,740円
0円

220円～

7,370円
0円


